


























よるな巧 & 


も夕ぉ而了：>ゾ1ムの化 
S 化巧を発々して わり、 
ホお WTV ゲ—ムホ巧が 
いよいよ本化化するかど 


宝识跑巧 


らじ餐巧巧 > ホ 
0巧も A つたこ 


ムのきホ巧を、ジヤブソ 
ン ffl が無»で ROM のが 
で巧巧するなピ《巧->た 


把取巧1 一-^丸がで巧る 
れたかをか W のの巧は 


苗でみる 


とを巧巧 ♦ 


•了こ日 • W ぶ拍償 W ボ 
の本ホ巧ぶを《々地度じ 
化化した。巧そじよると 


巧巧々ホをがけゥわれ 
•一十お日じ♦を化 AW 
巧により A けされた々 
の化巧みみ名では、み 
巧由こそ明示されてい 


が W 巧 K 


つて民单本呆が化を 4イ 
t きたが、ソヤクソ 
かこの巧班でをあめ阳ゲ—ムのか 
がしてをたことじよ巧化巧を8ま 


ま巧巧章れ ft 


今回のなを巧 W となで ーンャクソン じよるこ W をまた TV ゲ J ムの 

もの。 《『义キ -J PC 畜なさのきをを中巧巧曲 
ず R 巧み手度夕じつどの W 甚 W まの巧出^と L てわ々•この巧なで 


ソンに討する巧巧分の巧 
め于巧きを進わ♦をらじ 


巧 巧し、» 
ヤ—が橡か 
本化じの* 


巧かかが君 A ら 
を示す！®巧のな 


巧35巧》 U かり*衍がみを巧ふている るずをでわん 
W 议 W なのかこ， 1 L た！*化«々：2、 • パソごンにか 
•してん K 巧务ぶの化*な化で必♦ぃず»巧なも换巧な 

こ哨なまれ巧めむ t ットがかま h る am 巧♦お a 

h たみなは、だ4ぅとのモ«か強いたンビユ f 夕|のみ巧#か 
ろ；#わな A 、 おも ttu さむる巧内らさまざまな；^で今 
お巧で 
巧^て 
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よるれ巧 


で久巧を度めた 


巧め摊が 


ろどを巧ぶ 


もみるが W ホす， 
ゲ I 厶なかでは、 


る巧のの巧 


が化日され 


用 t たんの。巧化 U 巧年 

巧 4 .^け本の^み 0 三 31 巧巧友化がたぇられたが、ど巧>くのィ|々 1 じょ 
の；：巧巧巧と W られるが、強々な W 本«人じょり巧り M 巧小とされでいる々 
これは AM ♦ホ場の化ぶ ， 

をな映してゃゃ f 巧ょ。 ナムコ、任天を 35 ななど 
も人瑞右が々なか J たん 国《ホ巧巧推もおおされ 

のとされている C L かし 

化再化の i うよ/すが巧 日本3:かでぉ巧哀の0た1中ゴムコの「マ> 


I 化から化な 
•占中 A が a か 
な卞ホ《ネゲ 
M のチ—を/ 
»」を巧巧： 

J i ドう f ブ 


で巧巧さ 


M かれ、ホ»を巧の TV 
ゲ I - ^巧巧巧じが甩をか 
き込むべく、月ホの书な 
メ1々|が度ホのな«巧 
品をホ々と巧ホした。こ 
の中には日本でホ巧ホの 
日本巧 TV ゲ—ムはんい 



1フ幻な，マィ 
本ソト」、スタ 
つィィザ— •ブ 
J 、、ン本マト0 
は『コズミブク • 

とそれぞれ巧 M 
した•なわェキ 
は TV クイズゲ 
フ T ノクス J を 


f ヤル ♦ フクソシ J 」 
バリーれつプランド•义 

ぅム」が话去された。ウ 

ィリアム乂れつンャウス 
卜」は一一人ダわきをつで 
«化する t ので、これホ 
でのフリノバ》の«ホと 
いをさか巧なる。 

み问 AOE じアタリれ 


よびま巧れ寒の 
し公 M のみ 


ら遍巧巧な 
#の巧は、 


告/公说の口け、巧明/ 
ちおのあみ、化賴人、公 
ち/ヘム M ホお> 化顆》巧 
の«じ供«。なわみは誘 
巧ホなには K 中のもの、 
巧は»ながホのんつたも 
のを示 L ている。 

〔巧 n 化願公告) 


♦巧巧3」•々巧 tt ェ化 


6 8 


一巧用新案巧 g 公历 


化 UA 巧«を！！をの WR ながろ 


ホた M の 


L てセ >ナユリ—れか 
化なされた。コナミ t 

If 主 r ーンユノフ T 1 

卜，までの化なじとど 

つた 

ホ WWTVyl ムでは 
タリ巧向れ w « な、フ 


のはかを W の 
よるな巧闲ゲ 


寧あ 


の H - ：：一巧—「テ— 
ム巧テレピゲ1ム«」 
コナミ£«か(た ffij 
公 ffl 4 c 0 2 み S #、 化 
说 • 1432280 f 
レビー - I ム巧 i 、乂ザ 
WI 寒が 


ム巧」、大平巧 WHS 
《な巧)、公巧482 
7、化拓^5 • 1459 


の巧付を置 


巧が巧下で現在唯 I の •ミミ I {をが】、公 

本格的な遊園地 

4 月 5日—しく t プンい^パパ U 巧 S た ^:::: U 

来 4 ^«么ホじ问片^ゎゎ人|: 1 :で«が地をホ公閒 54979 、化#说»」、ぶデコ 


態 


長時県 OP 組合が県下のゲーム巧でおく実施 



お巧ち巧を巧巧巧《か 
{平ち》巧を K 、 化か H 
ごートみ化)では号巧た 


日、をが規化ヘムをじ 
て tt 時がをを巧、/巧巧 
ゲ—ム巧の実な*!在のま 
W をみめたはか巧かザち 
ホ閒 B への巧をなどじつ 


これは巧ホ巧厅上«の 
♦巧少ホのホれ巧止じつ 
ての巧がを」{二月一' • 


同な巧がなでみま 


ム巧でをく実施 ヶじ拍ぞ巧《 

W •ルするた 
か小，：？の巧巧をがぶする 
つで組な M とか組む N とや化戚化なへの村ぶな V 
を阳わネ wy すべてのゲじついては 
I ム巧のホ巧巧化を巧々れじ议 W して 


な巧するよ 


あわせて®化た 
たへの化人を化谢 


拟牛 
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W かれる卞ぶで，化地と乂ザげを- 
そのな k 、 l かがる巧！！化で♦か议 
化リ化み巧を«リ•尸八けザない、 
とじな勺でいる* 化巧な wdn — 


ぶ。そのうられな«けさ 
夕はど巧たされた水ロボ 
のの巧 W レイクランドか 


{文用巧寒出な公告 


、化顆 












夕 



巧巧 


、 04740 4)0560 

j けけ 

し舉_,ちけ， 


983年5 


化みな *1 



ぞれの；が、>なゎはホ 
のとわりとな > ている。 

〔がな】のゲ—ム W 
がを—がを中巧的が化 
〔ダィト—一、曲麻な tt 
4 巧が明化 <闻闲 WM « 
か巧】、®^巧♦巧がを 
• J がを巧か巧化藏化-ホ 
|プ》、@ィダルゲー厶 
がを B かを AW ぶ扣义巧 
ーュニバ，パルー、みディ 


オペレータ I としての化導*の 

養成講座開設へ 

JOU 4 巧例をで内田氏巧巧 

»本が化货«オぺ^1ているこレ-か/,’ 6ルザ 
ダ IW 一 ♦務 W * が♦化 W 八-巧成をなわこむよで 
な H 巧の卜六化 ♦ W 化化いろいグクとがなても 
U 巧ホ k - JOU 、 て U れてきたか、この«をで 
W 巧 r H 、 もぶ•化 W け©『巧巧巧バネル、な 

成、®，おか巧 M 
の巧みが巧坤 
ぶボか、そわ 


1 ン•ン巧巧 

する t の一、 


ささ U どの巧ルザ巧成的 
化を«との枯がを r •=: 

れ H 一 か •*> ホまれて 
をた t の•オペレ1夕— 
を化たとその巧化度、« 
ぶ巧サ，そのロケ—シ3 
>での巧 fl A 化巧たを大 
きな义ザで巧が L てバネ 


ル化 L 、 これをロケ 
3ンのをやすいとこ 
巧ホ十ることじなつ 
る。间闲をではと〇 
ずを本として巧化さ 

サンプルが巧な、# 
れぶ订中じ tt を貝じ 

されることじむつた 


"オペレ—夕—がなら率先し 
お少ザの化を巧ぶにちたる< 

「ぶれな彼斤巧のた於 /を斤巧するオペレ—夕 
のなかザ化？！？ KM 巧」じ I 白みかホ光して♦巧か 
明して t - MR をななど年のホが化巧企をホめ« 
>マのがの中か . f ホまれてを巧化に当たるだけの巧 
さた t の*わロケ—シ3わと責 tt を持つよう、巧 


を巧巧などでまかなえろ 

よぅじ L たい-といぅ 

のかこの巧巧での巧お。 

M 会ではぶ本めにこの 
方式を株用することが巧 
巧一巧で♦或され，実施 
じ向けてさ、わじみ巧を董 
わてい<ためのホ貝をを 
なけることがホまつた。 
この「抬巧貝まホのた A 
のを貝を」じけをな巧信 
た、巧扭巧氏 I 法巧一!|氏 
古な速 II 一た、巧巧»化に 


はそれな 


4では*西の舞乎 
ッてむ十なピ乂い 


—スをれから»なな X 
巧明かみった。この 
組た貝•飯島巧！！た f 


なわ共 Mtt 入用として 


巧化度を巧発 
沿かされ、な 


I 巧 A な化 L た 

1> 度《化か！！ 


を夕が A るとの巧«があ W ル明- 
り、 これじついで UT 、 W ♦み t 
A I イィ >卜#>巧みが！！かか M 

かホめク PR ミホがト ロ T 


&をは ft は 


お：水困町の TBK ビ 
」てを1，网ををを W を、 

/戸リ1々1のバ、ノバ 

<さなどなぶの巧は化 
ちわることなどを W 巧 
た0 

网巧をのをを^^なぱ一 • 


巧巧を W お L た。 

小いわゆる W み！*巧 
ゲ»巧が«を化ろ L てい 
ろぶ化から、いわ♦る値 
が半を W が t る必餐ゲム 
るが•み巧それぞれの» 
を 4 MS も R なるので 、 L 


抗枯打巧巧で「がを 


の資巧ちをホめ 


もが大し 


巧巧 M の自巧めな 


けば化をな巧 


の n をとむ 


n ピ—対策で部会再編 

JAMMA 第2回巧ホをで5部会、6を貝会設西 


円本アミ L I ズパント 
マ、ンン H 巧议を一本がホ 
み、中が獲がをを 、 J A 
MMA ) ではこ1円二い. 
曰、粟お•み巧町の TB 
K ビルで巧卜 Irw 巧事を 
を巧き、さきはどの巧を 


み W で TV ヶ1厶がの» 
化コピ—を叫&している 
ちがいると％^れる 。I 
かん巧み巧な取 W ホぶな 
のないのわる巧いもある。 
これらの々押一；衬 f るけ 
巧がすまれる；との巧卜： 


があり、この点&巧ホ^ 
ることが fw をれたそ 
して中れを ft の化朵じ S 
，て「がを•を U な」の 
巧 W がホぶされた。 

そのれボ、従巧の「巧 
た•を UAK 」 を次のよう 


じ«化^か—ことじな> 
た々めて vy I - 5ぶなと 
その化のゲ IA « W がを 
を「ゲ*ム«化を」じ化 
な十る、めがたじ谢な{パ 
1ツー仰がの部をを巧け 
る、®不が«夕化化を U 
公ゴ「巧かでが巧 
が U な」となみし、巧か 
か巧を U をな、*ょび 
しその•，小を U たを斯化 
f る、み巧たじ饰を脚巧 
ス巧巧が U 夕一化か一ち 
wk により、化 
分巧で 
おけを 
にがみ 


〔を U な】夕な 

抑が巧け巧をけを — U 
巧中け说な氏；ナムコー、 
如をけな k り巧化戊 〔 J 
个：、に巧-、®^か：：？巧 
を U ク — じ： SW れ乂 

化 7 VI 夕 N -乂卜 - 、 

6^制饼％を：：：を H をけ 
技柏巧城ぶ化ーセガな一、 
- S 化を扮かがぶホ U な U 
が U 技 WW かた化、®^ 
な閒拍巧が巧もけを=^^ 
U 化が化乂郎化 A L 义 J 
ff な}、供を U お巧 
いい化-れ H 本企•脚一" 
〔巧刖をりを】 ♦い V 


中けな化化、曲が U 巧小 
巧的が氏。 

ゥム咕化、 TV ゲ I - 5 
のビ — との巧化を 
化めている六れ；十ミ 

巧、ホガ化、ダィト1> 
;ゾ1夕 S スト、づム J 、 

化乂か一で-巧か化が U 
をパを巧化をサでいるこ 
とが W たされ、こわを # C 
かか閒が夕な巧を H なの 
ドが WA と十ることがホ 
はをれた U また WWW な 
がは J じ1巧巧じ M ! て 
ささはど M が化 K で化め 
乂巧巧ならりな r たとこ 
ろ、 九 A 中コピ 


• A みたりめ一ート允台) 
もるとのな策が化た I 

との W 巧をがな r ているけ 
これ i でのがを 、* iu 
を巧 W じついては•①デ 
ィ义トリビゴーダ—化を 
で、を巧が巧のが W 巧な 
を巧む巧化«化をがない 
たいので f 巧化十ること 
が巧まれること、の W 巧 
け巧を U をでは、一が化 
I ているホ化が度を々巧 
化じするのかどうか 
が巧巧とク^ていること、 
@N AO との 「 G マンン 
け巧神かな W を巧を」な 


どが> これまでの巧巧ど 
わり餐巧されている C 
を貝の巧«じついては 

正妊、《化を巧¬ 
れで社をなぃし化が巧巧 
が巧告された。人を申込 
み一化じついてはな班と 
なソている。またを妻 
巧材巧化が巧が巧#ちか 
巧の H 巧じ巧げられてい 
たが、このほど40でがホ 
の巧 f ••お(人谷をホ、 
脚#巧、巧れかのみ氏) 
を#巧材*白として巧 m 
(&ぶには巧 H - 日付} 
したことが巧巧みれてい 
る0 


少年が#のできるオペレ 
—夕—をホ巧してい <と 
ぃぅ访がで> 向仍をでけ 
のの W 巧ホ( ㈱ なホーが 
ぶ明を斤なった。具化め 
じは t 巧ごろ、«をで一一 
沾三 H 程巧のおぶ巧巧を 
巧き•ちか年補巧貝をホ 
巧巧とは化巧じ方まで a 
巧をだない、これじな八 C 
貝とそのロケせ巧貴化を 
がず巧し、終了すればな 
T なを渡 L てい <• 「巧 
化な试巧巧のためのまル 
ザ抬满貝」はが了託を巧 
つもので> これは括録さ 
れてい<•この执まさ化 
>け枚の抬巧を巧てま巧 


パ—と L て化が t たが w 
日ホを A の W 綺夷まれお 
から「1 C などホ9かが 
•キヤビネ/卜 、 TV 
-_ .ゲ—などの巧な化お 

JAMMA 小おを输部会が会合 

規格化など検討 

，ハツテリーカ I のをが這な < す 


JAMMA の小お♦か 
巧を(矢巧な«巧をた， 


IA 化が化な！ 


ぷ パ/テリ—々 J の 
バンハ—のぶさのぶが巧 
闲とな，て»ぶの破供を 
モだたことを巧後に、小 
巧♦れ w じむいて4化な 

JAMMAa 巧へ巧み} 
を検 M 卜ることじな^た- 


W を ftw 供使欠が快- 
マクス}、化ぶ夕 A 木 M 
が，••巧{がか一、風，ぶな 
巧を—来を。 

ノクスなどがぶの巧 win 
人^^^25することじな々、 
な化がそれぞれ J ィンポ 
<ブ义の化ななどま M 
巧化-一-^ることになつた。 

心 AM « の中で小巧 
乘物 wm 化の W か WW が 


巧化わの美化巧ホ W 巧へ 
かけて««をぶい< 
こ-^-むどを審»した 
VAff 巧ホ：^^となで 
れ A •一、访く W をとして- 
け SV 化氏け 〇 々のす ぺ 
レ—夕—«度巧れのな冬 
wffL ， M 篇たか《か 
T ミク I で/，じ 
ることで午かも rkl \、 
いくでもんぅ♦と巧巧 L 
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GMffi 事木なピルな B 金じて 
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传 Kft 巧なザ 


ダーム 


983ホ5 


本巧が町 


• M E 0— 二 1 G 

巧ホモ化 R - 


巧之れ反 


A 化怕任 


小 A 化 K か换巧 L た 
+ム n •輿31か巧巧 


しを化け 


V 、ムる一觀たスーか、の n 5« も 
じ 《 Tk 一巧 A か W が ' F 能だか 
♦ W 和*ぶ卜錢\、かど i る- <• 
>一れ V 一い<と，ク f ホ化度ホ U 、 
AWW ぶかんる< L た巧 U • 


えた A 村で、 

の巧ホか巧た 


なわ巧本れは闻巧大巧 
がからホで•五々、巧巧ず 
かながからをホ八々のと 
こちじムリ、阳陪をての 
ビルで巧化が巧はめ巧セ 
ニキちぃ7。巧本巧の巧 


㈱ ジーェム巧お■巧ち 
が大田区大な化たの托の 


•東巧レジャ—历 
M を巧ホち巧巧み 
の I 1、 tt (ot 六 


巧を社技立 


化化もじ V •も 
ルぶ化の读ひ • 
こむ riM なり 


明保た 


ィンべーグ|」の巧れな 
巧左顏をかで正《ホ防ホ 
化這だになるとする••阵 
と、 M ばにそのゲ—ムソ 
フトのプログラムが》ホ 
みでムリそのおか巧»な 
S か巧巧否だ-^一する•一が 
でみる- 

これ•わの民♦式ぶ♦け 
じおいて、 R 巧なまるは 
#を麵がを M とれ£巧の 


での*:決ない t わ*^一む、一 - c け》化 tt 化•がが« 



「両罰規定」 


•いん-板»じちれ-化ん)ホなホホのい4-わい JtA 
と化巧巧 i 化哀か綺巧-る巧ぶ节 ♦ r ょリた化<法 
•わじけ L : 柏ち W なをみん一 A - その化巧お ♦ R 巧 
じる t の-^-シご、いろ ん♦任用ん•ソの A わを S 
一み、 TV ゲ—ムの！！ ••る t いう化ぶでんる 
»巧公わなむど* C が W 巧，个む<づえこれ，わの W 
ち行みけ押化 


i た U わ WW 卜のお 
おじわナ、とぶ《一、いち 
»か任助かで：1、すで 
じブログクムの*化化か 
卜♦のもの-^一なグ，た•次 

じ TVV — ムの巧巧 
が A かながすれゴ> 11« 
コピ — W 争は t V , ザく 
W ホでさると W 株さむ V ， 
いる< その W かすべ. 

ク IU 無 S お A を公け 


W 年じわたる風俗巧門担当の 


«巧庁 

泰巧を 


:中野氏昇任 

巧巧当官じ I 二を巧警部巧任 


W 巧け化在ぶ议巧4の，> が小， • r \ J このな 
小が巧ホ化かかだかリかのれ A と a K 一、てい 
••—•へ UW - ♦こむ tT る 
の A 化明 K か、を瞧む、 巧化：ぃ U •义 A 3 ぶか 
坊把ぶじおける巧 n だ^'れ化 I ,•健化巧巧の 


曲か gw 郎化お)では、 
この U 心•た AW 公ちホを 
なわ L た•これは«東の 
♦巧所がホかじなつたわ 
A で • wfl ••••あ H じ巧 
♦巧ホへ巧た L ている- 
M 化♦れ A 度巧》巧には 
MK € T ミユ》ズメント 
帝夕»•化冉巧巧をも W 
なされている，新しいホ 
化 A などは々のとわ 
れ AW ホ中区夕 t の-一 
IL の— ♦な±ホ巧わ 


これ•ゎゴ•巧い 
巧再巧はをす 


了 I カン初の単独展 

「ガズラ—」を「スイマ—」交換用で披薇 


スコ巧4- 

か、た常に 
M のん常化 
リ•この谷 • 

I 々ン h ぶ 


♦ I 々ン本れ化み、：ムか巧化 


か货不れ。一《、は阿り k 
日、ホな•巧化のお—ブ 


L をいかに木ふここ rj 
:ぃ、 W のへはかの A 


ラザじてソライべ ！•>• > f ) て\•たとむり > 
31を削曲、！2化 TV ゲ—♦じサブ化をけけ一、 
—ム巧「ヴ K ラー」を巧巧 y — ム化ずる - c - じな 


ち L た、 

M 巧で U 巧が品％衣1: 
たな化ホ化•スィマ 
Ik の化义じつい\一の A 
巧をホむた^セプ >v ン 
を巧いた-こむ U 巧がな 
-ヴズぅ|」か本体^な 
W かじ、化た ！：I スイマ 
I 一の PC おわぃ；廿ブ K 
わをぶ化 L \ 、できるよう 


:」ホを巧巧1た巧パ> 
「ヴ•スぅ—，：版ぶ4 


発 

卓 

が 


• W か•^韦化化んの：1かな >，た¬ 
み化化ホ， そ， •^、サブ化 こ 
板化ぶの^忡化んるこ、，オべ^ l ク 
じ.：>るムがに r か々ん L - 
い WU 卜化みジ「ぶ田^でビ♦，卜 
ツ s ♦>•:、*■!相 ♦•こニラバ 

そザを化ん>るがホデ> がて、巧ゲ 
ストリビ J I ダ—の W 丈 々 fr 

ft 


み 


巧亜自 S 巧巧の W をろを長じ B こどで巧闲めなみ巧 A 

化中{シ L T 】を持つ/ 

新社長じ大塚巧^を r . 討 

じなるともに•た巧ホ 

•中乘化»化クごマ！ の 1 を化バ 小で乘巧が巧た 1 >化ホか巧巧れ 
—々—^• 1 >、みホ«が夕<マミ> «巧ぉじと,；,：た 


る ㈱ ザ#,::れ« 
本 M 人で 
•パ化巧れ k か 
人 W なみれがれ 


日邦産業•名古屋 
AM 事業部が移お 


おか Jl ; w ぶ WW バ/テリー々；の/—古居 t ル 7 F 、® - レ五 
も•りな•巧け々！としてもれ•われてい••}こハ-二1--八一- 
- る U 巧巧* W ( 本化乂巧 tw ミユー<ィ/卜 


r 巧を S — ) 

㈱ サウンドユニック又 
(旧，々シマジユ—ク巧 
巧 ㈱ ) M 茨城巧度を巧巧 
な町巧ケた 一 1巧二の六 
巧 (0 二化た八ご了六 
fir 五、 小样柬お化を • 
㈱ 义をレジャー《旧- 
尤巧レジャー巧発 ㈱ } « 
なかホ玉川 W 10たの r 
な (0 わと六)二た—0 
• J 10 、 大西巧め社長- 


















































方ホレバー 


»巧は 


古代ペルシャを舞台じ、 
ファンタジックアドベンチヤーが 

今始まる 0 

ファンタスティック，コンピユーターダーム 


Ik 巧ぶで uft 夫«输て 



東京•高田寺 




■去•コシが 



5 


933年5 


ゲ— 


983 






スンヒル巧丫 


ィ巧一屬巧を J な•巧•け 

■ WJ シィ I '© 八4づか1 

ウェンジ裹巧が•いい5、 


03♦巧•が巧. Bit - 巧け A 一* 

プームたンタ-•スウインク A 巧♦期ミ•が 
♦んな川づ7パ、 BS - のィ yi . 

グームクン hi •チサレンジそ9い巧 •? 
三蠢ビル巧7ろ S 巧•がが、■巧 A 巧山&(| 
タジツクブンド■«々 M ♦巧4づ6パ5>、 
OjW-O 1 お、をな，ク王ソーごょン （01W つイ 
い織〉 

ソバチイ n クス g 巧巧*!?づミ•じ*な、け • 
57が、 A を ag 札 



を のか 
巧みむく；> 
供 > いで 


使' 巧て 
u 当がわ 


> 

な 

の 

0 

か 

の 

巧 

ま 

か 

を 

巧 

す 


お#ななじの巧巧ば、みで巧め化卜六- 

株ボスク I やキャラクタは「な年そぅだか • • H をな巧じそろえている-ーサ—ビス u > X が：< 巧よ；； • I ド Ig ••わ、れめ阳 

一よでのホ k げ U とか AA - とがる，な S <ブ-^ィで、.るよぅがホ^/ぃを蘭荣な，>ィアウト 

が，阳 HW 巧のな油 

I 制柳なお領洗進むグ—ム場 

でくることじよる L 

、お巧巧じなむば今ム M 拉はテ！ V ル巧 TV ゲることじ A る I 小>れ：でな W W の：2ホと円の 

午怖のめどがおおむームなめ 4 JI わ> コックはともか<ゲ—ム度の«クで > をな W じ、けを： C 

て•われる」と的る。ビ^卜巧了乂ゲ—ム機の轴を顯巧し巧じ巧し<—色で化しなも巧いたム 

ジ9イランド•コウ I ドじ L でわリ、 W 巧巧 


ぶじ tt ける巧が 
♦的む ft が胖も 


インの K 色じな 

ので W ぶのな巧 

iP の江なか技に 

かの W るさを人 


が卜《巧巧ザ 


その化 T 


巧巧か人んみ 
—ム«の说义 


ぞ巧中 L 上け、ゴゎおが巧が品をかリ巧ぅことのむ 
巧、巧巧の留モをお损いして参リました ' L か L、 
巧がを巧.ゎれないも、止むを < 法巧手巧にがえクる. 
词むいとの判がによリ‘巧キニが、本キも间樣二件 
が決による不法巧みをとなせV、るを巧なかったこと. 
巧をに巧 一> 了なリよ卞 

L か L 节•ゎ、法のキほを巧じることが当化の本ま 
けな<、巧よリ t 巧が巧が品をホ巧ぅ斤み自ホのま 
をこ巧#クれ♦正当むろありまれを L て巧< こごが 
化のか巧する巧てん q よす 

今化•ちれがが巧の巧巧で、みるホをど『わ巧」 

L よ L たこと：：！‘当れのをホ回ををみじごげお巧い 

ムリ•今化け、かかる4ぶけあがか生するこど 
L のどはじて； C リます 

ホがのみ巧が巧のみに、をなの巧が及びなわお 
L て下い31たる化に U 、 本紙を々じま L て 
ザ < s 化申 L 上ける々ホ T あリゴす" 

巧わ五十へすぶ月 


♦巧な千れ巧区モ周町 II 五 III 

株ま会な タイト— 


巧化をみし* C じ！！むる 
と> い<つかのみホとと 
もじ昔ながんの夕 W か tf 
も«びかかなたたずまい 
を化廿ている-«♦かけ 
た冉巧さは今、かを A ん小じ L て化は W 
中义線のなのを^をかも棉怕«リかもみは^^梅か 

れで> 乂 


巧の巧 
































ケこん t ンタ ■ 


キシグオプキンプ 


ムラ:^ド•夕 


IIEM 


■ 


ムラ^ド•年がし >ジ 


曾巧)©風 


マジックたドよ n み 


★ 


か-ムかヌ〜巧ィンク" 


•ムでパ… 

H 


一： t ラン片 


リバ'ティへウス^ 


ジョイランド•コウェ V ジ、 




♦ 


L 己.じこ: I * 

部巧ミ‘ 

パ!ミ ’ J 

陸•城 

UilMI 


JCrwIk 商き 


ス巧巧》ス巧巧再な巧本 as *2 
«06(783)6362㈱ 


たずらされると 
画面が消え る•グ 

★巧りがけをみ、10片ソケ V 卜，サ 
〜ビ义/ 

♦ I プレイ、1 - 4 «»の巧替え巧能 
*« 子クイター»ム槪能けかか 
mi . クレシツト々《0じなりゲー 
ムオーパーとなる， 

♦ハりヴネ巧 it # たが ♦!«* が W え 


巧子ライター 
完全にシャツ 


♦イタでラと巧•♦じプ ザー かなも 
♦ R リせけは、»巧のビンにソヶ 
卜でさし这ば OK / 

(«« け 100 V を t 巧、巧蓋な？0ホー;^ 


lit ス巧るを4マし金 


COIN ポ—ド 


が担公亞 



みを化を 



もき 


練を4 


を国燃がゲム填 I しが 

"X \ [ I 


»««« が 


ゲ— 


5 


983年5 


みみが巧な K 巧新を HT 目三一ーホ四ち 

(ぞ巧巧一わホ区巧巧- rDE 43 » i 四—二〇ーニそ 

巧式会れジヤクソン 

代をおがな营原武章 

がみが中巧区>{ち 1 T 目- 0«六を 

营巧武章 

累が f 代巧区ず« w :^日直*一•；号タィト|ピルデ< ング 

がホを社タイト—殿 


を♦を 


-のめぶホ示を出 

にホ巧、、れるインス， 

れじそのな巧をザ於 



ir 

み 

の 

な 


あ 

触 

し 

、 

弊 

れ 

の 

正 

当 

な 


ア 

ホ 

ゲ 

I 

厶 



ム 


象 


かかお 


巧が巧わな 


ゲ— 


1983年5月15日《 


わ巧のフ 

巧を中ム 


巧た巧 9 。网巧の拍 
はっゲ—ム巧巧まの 
よではいいは W も-な 


ム巧の巧み 


今なまだ«ぅがなだ t 
ぅので，午巧 I * 汝さ 
こ tC は巧かじぶい込でい <だんぅ•しかし 
ている A よたか巧なーム*||&そのもの U 牛 
さるれ»巧を巧かじ巧* L た巧»シ€\'、 
巧は、ク化はや^ていいものだイが Ac て 


八王てのおがを短占巧にお得なしております。 

がってこの機械をお断で横がまたけ、これに 

煤似するち品として、歡造•な道•賊を•輸お 
♦ ♦♦♦♦♦♦ ♦♦ ♦ ♦ ♦♦♦♦♦♦ • ♦ 

する等の巧爲をすること巧び、これらの攪械を 

♦♦ I ♦♦♦ ♦♦ ♦♦ ♦♦♦♦、♦♦♦ •♦♦ ♦♦♦ 

化用してを業することは若けおま、工業巧ぞお 


がれが米国スダーン 


クスなよリ穀邊•おを•巧皆等に闊する 


ががを巧をする、 

つ-'--ましては、 

みじご注ホを賜り、業界のか巧の雜持、健を 

一一 ♦ ♦ 

な猪をのた《じをがの‘こが々をお願い申し上 
♦ ♦ • ♦ ♦ ♦ ♦ 

げよて 


昭わ五十ヘキ四ち 


ホ式会れタイト— 


謹告 


キおけが列のお：：：；立を賜り、犀く卿化申し上 

♦ ♦♦ # ♦ ♦♦寒♦♦♦寒♦寒 ♦♦ I ♦♦♦♦ 

け立す。 


かがのや 


どゲーム巧の巧か 
い<巧みじみるよ 
、巧か TV ゲーム 
全に巧巧卞るには 


ム地をよ<することだ • 
また A のなホでも言える 
ことだが、巧巧レィ下ウ 
卜やな S 巧巧、巧條など 
をを A :少 L ずつホえて 
いき、巧じ巧#味をちえ 
ることかたお。しかしを 
激じ*えるとみか離れて 


めな BU はとんい一 
の巧巧巧巧じ6 
5さ巧があるので、 
话< か•わで•ッ自な# 


g かむ»を巧をを 




























































m 

が、兰 i 

• ミ•'心 



八ースナイ八一 



一ぃ一表 一 

'§p 


心 

じ 

て 

れ 

な 

る 

巧 

り 

口け 

仏 

•巾 


• 4 の金なでマ •* 


IP 


太 KnKX 川 E 上 tt ぶミ HA •い 

まず、お ge して下さい 

06 (326) 6700 


一 •？ I 巧む MB 4直重巧上新ち S 巧 Mr よムクイ•ビーみク I が32 


かをわ ikillll 


イタスラをれると而西クジア / 

/雪子ライター•ハリガネ完全シャットアウ j 


風毎爲 


pecker-i 用 

璧乃憂每の ROM 


書き込み、ワンタッチミミ 




アダフタ 


巧 


を 

NITTO 


レジ サー システム 


日巧 I レクト□ニクス ㈱ 

で677藥ス6巧|(田 K 1 了 ■» 〇(06)7»-巧 SSn 
ELECTRONICS い M N * c * t か冷* •!(•> S 7 r 


の卜巧の巧たで力 < 

るゲーム • 

タイト— 一が化度を、ス」が W リ中 W 巧化なをナるベイ巧-バイキ 


シュー.^で率备 

化#本をいしで 

L イををがするゲ 

两巧は海が巧い 


巧度の巧 


巧 W ので 


これ：2ク—ボ4 

した t ので、：2 


じかみ化を W 巧， 
化巧は終わり W 


グ I * を v « しなか>わ化 

巧の舟 S を ぶんで いくと、 

みな化のいるん»じちく 

のでバイ M のを巧け、 
かかん k の《巧化をが壌。 
ム»を化ておび化巧内ず 
を油って•がけの巧な化 


中をホるハィウユ 

ド化じスピ—ド t 

と巧が yl 夕 J の 

ムる t 度ブロ 
どの W みかの巧な 
時、それらをジ V 
夕/で巧び越すレ- 


•也«7 


田 « w 巧 


話題の f > シン 


巧苗4,2 «のゴングまで 

A ン f >— で邮< 

閒西精«から『ストライカー」 
々た一 V t ム巧「ス 65^ッボールにむつ一 
トラく々1_が， ㈱ 阳巧上を•(巧■かホけき一 
M 微おかホ-本化を巧ホ、 g な (••• 阳^か♦り n 


•••^^でぷ節可化；ぃ一け 
するとゴングが巧る。- 
ゲ—ムで： - w プレィでき、 

w < むじをじてお巧かネ 
ログクムじてデシタルホ 
••た J •化••-位までのハイ 
ス nt も&;ホされる‘ 

々化も巧でを！！が一 A-r 

K な • 


巧か.^^がル卞ると 
—ンか f し、 ホの> 
治«へ i かかぅ • 

が巧巧のどの度か 
か U、A€ む w じ M 
れているかじぶ 
たリバィ«じや•け 
アウトシソブか 
ウ h でゲ>ム 1^7 











々の屋«は 

ブル♦バン J 


てい4サ A 
バンでも OK 


冷巧ぶぶ 


がんげ 


中が巧ネ 


M . W ; 

ぶを 


♦♦は9してむ 0 K 
♦ーブ A ホ惠♦■警も 

♦ わ W < 1?/*] • 化* •••Mrj 
! • •"« 

。 U , «かとク IIP 

をれ AWr 


««鼠 


liAMihAfiH 女け wan ル) 


TEL 


操作巧 
ぶ取巧 


tfs : |一》 

レバー;しを) 
ft : すレンジ 
ブルー 


ジ3イステイツク 
(巧が1^ジエラごン巧巧) 

LS - 7— 

ん 

お 


1 み 


ぶ* 


株ホ会れセイミツ 

、ぶ巧をミか王レクト〇ニクス株ををせ； 

戶 Bn 文«曼サ ♦$«! い I 0(004 けい》00 

272 W 巧垂 A 歷巧 S お證巧■皇早<3省 AattUO ろが 


日 J ] 巧 f ] s 琴口单ジクリ■に•まか! 

Lr 1がなめてからではか、のです 



983年5 


- I れは卜でや卞ホ巧閒供を橡かし、をブロック 
でれのか*を«けなが .1, ♦を h 巧じな化させて本化 
か>いばっ\、いるがぶを巧じはか込ふご々のボイン 
巧 LV 、 卞化み化などをを卜へ獲む。な中で上下と 
ホさせるといぅゲ I-r ムからのかの攻巧を迎巧 
ちがで 

&•ハク—ンで，-•々ホ、のが巧脚となリ、五つ 
ザ巧ステ—ションやず化のブロ？クじ々なした宇 
ドックをがる巧切かある"化ステ—シ9ンじ巧巧。 
のめは去のある巧•かで、これを U め这んでまた巧 
敝(を巧で化林な}のかんでいき> K 巧じ-•ブロ 
巧をおけもるい U ミサイソクじみかれた卞宙其跑 
ルを巧がしかを > 破しなをぶ成さ甘ると、ぞ亩巧 
がらぶむと、进中の巧 m はミサイルょリな力なビ 
じ宁巧ドックの本化が A — ム议の％ W が对能じむ 
リ、ド巧にそのブロックリ、巧：バタ—ンへと進 

つかな/，はつ一，いる-む•なわな中で敵じや I わ 
心バ| --，、が向で卞巧れで巧阳じ巧ぅぞぁ*れ 


PC システムの TV ゲ 
!ム々ホツス十ィトス 
夕！ J か*デ—夕—ス 
卜 ㈱ 一本化がな•お旧巧 
ホ巧け•か•い W 巧- 
巧ホミつ i - 


力 IK ゲ—ムの-巧を TV 化 

ク大富豪ゲームか 

セタが閒発、エスコから発壳 

トラ、 V プ ® びのひ卜 r 4、5 . 口、 1 、 2 と 

を巧谢した TV ゲーム巧# く VA り：ン 3 — 々ミが« 
「火な♦」が， ㈱ エスコ巧。扣め大を巧ゴ大巧ぶ 


化おな、»尘まれ K ) 

巧究じょる t ので、ゲ— 
ムの巧はトランブなびの 
，人な巧乂巧•大ぶ 
お、な«♦化 K 11 と H ;、 
巧ぶ、人 R ぶの人ランク 
じみかれ乂ホ棄じなるこ 
とをなぅ， • •ん：2巧プ I 
イ t でき> ブ K ヤ-•の 
巧も化か扣じ化/ーシぃ 

よ，フ—ドがつい\、ぃる- 

々—ド U 3 が • A 巧< 


/、〇 

なみ 


点が巧- 


話題の f > シン 


リース 


束おの巧ゲ—ム「ステッ•ハ—、 

おでモグラ退治 


するとポ—+スゲ《ムとぅ巧度<|文、を、の：、 
L てさらじ-卜れ«おとうンクのかもるゲ 
なる。ゲーム終7な、巧—ムの* A なの厕巧4能， 
点じがじで「おみごと」 ハイスコ T わみ L ムる 


_^ 

キヤククターものま■巧ホれ 


g:r 本れわた- 
中 HW 巧ドしか •： 主お 


•だ？？ 

♦すいらん*人 


,、♦ 
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レーザー •ビデオディスクがゲームを巧えた 

ライブな巧とみくまでもリアルを»«ゲプレイヤーを H ■のるつげ' 

U F 0 の!!巧 • アステ〇イドの大» • 臣乂なブラック • ホール . 

さまグミなを植を U して中 VK はミスチリアスなお■じ ilii 


本 4的な K 巧ビデオダーム 
好 件み巧中/ 


■■肿 * 


the World wide 
Leisure System 


•掃み » ホおよびハイスコア B ホが A 

♦ゲーム nsns 巧能 V 

•チケットディスベンサ ■»*) 巧け巧 


EArr 麻雀お室 


* すべさ正«マージャン 
ハートに fi る P し AY と 
1〜2のじはボー ナスの ましみ 


エスコ賈みは巧し 


シャ■システム 


Still the Leader in 
Distribution of the Newest \ 
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U なめ W か•心や《 
を Mtt 中るな W の巧 


かな3 


WW : 中に WHfrt 卜 k かんや地 
かホ痛《か W をかが•がれ L かザ fw 巧ホ巧( 

•一、ホ义 L - a ♦かなをものパーク】^一、 

巧巧ブせている， いた， 

巧の ftw 


法巧松 S の巧巧 


のホ化闲化が巧ホ 


A 令稱巧巧のをみ 
いわかるあ历 AV 一 


♦ own が巧巧が 


大サか 


化どもが姐でも 


S 木巧をろを さ 


ぶちががを 


わかぞをわ 


人を巧巧 


のがホが A 


R たなのぶな 


が巧 货供€ かが 

たいという巧え 
つ 

•という巧巧 U 
, 0みた Itg で 


そむかがなと Lt 


を巧巧 W ) も 
の个、は。<、のがめな、 
とえげ V の神めシ阳め〉 


换楽の R を 


ホぃブ射巧巧 


か•いお A 巧その 
けみ化をのかすゲ 
•むじか由がすすめ 
いた々 

まで f どもを的み 
化が巧を巧免して 


そかホしたものであ M る"東をから巧培の化义 
化け•ホめなな化でしか脚な々ボにがん化•巧の 
なかった* り本円か供ががかがかみ 
たとえげおみむ«のぶを妨むてホ ； r 
W 巧化なが一わ W 巧で 「もな たの 巧 約はあ4:^ 

、わリ U よかの々巧でんる。巧 
:ル化を / J がみ一の巧がしたが楽 


£、巧水哺なな t •巧を 
\むるとた化の化切から 
巧木かシュ / L - 化る化か 


扣西のぶ 面 地 
ft •が本なのじ W ホホ 


み始めた蜗か 
明 rt で U すでじい 
のあ M 地、巧ホ巧 
し、ザ哀を開化し 
巧ホ巧^巧ザじ 
たぶ W 巧な AU お 


夕•が LW ム篇 <tc 
W 人した»，と， H 本 
W 仿巧巧の教化巧のゎ 
•かけ、な々じ％ W 地やが 
ホ巧曲が巧じ化かリつつ 
A ーィた^ 

この巧 W じれか W ん巧 
巧巧な W のバィずニア 
ムる主并わな 一 めん- 
かた化 a わな 》か巧れ 
化抑巧厉巧 • t 化麻巧 
となリない-ぶ <ww 


らなんにわか M のな巧 
巧にわい^巧 S 巧を、そ 
わ L 1 も巧ザ»巧をつ< 
たのはこのぶやわ居が 
な巧でムる。 

、巧す子じのか巧 
わみく卜】巧などを：5 


•たな 


まな， 

々じ-が化 


マジネ—シ3ンの w ホ！. 
もそぶん巧のホで 、 W 
のじも東巧されず> 円 
巧わじ♦用する魂その 
のでんった 


と曰本の娛楽機産業のホみ 


暖你 


f 


す，み A な 


ーザりがムるいはボート 
がのなむるわの k じ、化 
€が谢のかリをつけ> 巧 
そ故けた t ので、 f ども 
か«じょたかってはりか 
かし W 化んだ)がィぞリ 
スでぶ中•その巧 • tL な 
く、，：^がのわくのはリわ 
の h じ巧のか々をがッて 
«せたもの、卞なわん馬 
の WW か••ク R のわくをか 


けナるり本をな AL 
のでんる••つ*リ、 
ホで？1こんなモノを 
していたのか、それ 
U 木でそわけ卜•のモ 
々ぶしてんせる、といぅ 
读なかそこじじじんルて 
ぃる" 

かか"を化わじ W 
えたのは、わか W でれ A 
ての術 t ブム〇化化ぶ« 
脚が必«を W 巧 


のな两化 t 人なリ小ない 
化むものでも^た， 

の A や A 化がじんるのて 
ずが、ムや - CA というん 
さむ化がもりよ LV、、K 
け•パりじなると巧满がめ 


の巧)の«么はもつん-巧巧 

もめでもる。问报め L - でも 

でいえばいいのか， 
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とさが巧おな间按巧な巧ングセンター^ ( SC ) 、夕 
巧は ーー_ 月 二： 十一 日、 アラウン•ィ I スト•モ—ル」 
ジンズ•キヤ/スル社{木じアラソンズ•キヤソス 
社シカゴ}巧/スネ—トル巧が入巧な！一を正てた 
巧の巧置幸けじついて> これに巧しメスキ—トホ 
「規またはがめな*おじはムらゆる巧去巧巧を曲 
がわれていない 4- セ兒宋おした が、 ホ！！の巧巧が 
«のおじ巧》がか式アミかじ对してセセホアうソ 
ント•ゲ一巧ンズ•ネ f パスル巧は巧 
させ^はならむ巧に» え、 4巧化致で！！ 


A 0巨シヨー機じ DB 会合開き 

セガ社とデコ社 

TV ホ造巧巧じ巧方まを巧 n 


个ホン々ブー、巧かれた 
AOE シ31をじ> 乂 
田のセガ化、データィ— 
スト化はそれぞれディス 
トリビユ—ダ--をなを巧 
き> セガれ；！ホ田ホ巧へ 
ストロンベルト」を 

化巧する li 巧して«看じ 
巧なぅなど化巧—、 .^1 

夕^ストれ U いよいよ 

ホ间ボ巧に内けデコ々セ 
ット巧マルチキットの车 
巧が給を两始卞るなど巧 


TV ゲ—ム W - アストロ 
>ベルト」じソいて、ホ 


OA で巧巧したのじこ 
の AOE で化品しなかつ 
たのけ> 卜々な化巧な々 
か巧うよでシ3 — じ t 化 
姑すべきでないとの々え 
で A ると化巧し> 日本で 
は化巧できる巧谢じ乂ク 


义卜のな坦 ttg か立ち、 
DX 1 の発农じは巧ホ 
ホ人のロィド巧巧らがち 
たった。 

本闻ではメ —々1、デ 
イストリビュ I 夕！ ホ 
•ヘレ—夕 I という閱化か 
なっておリ • n 本のよう 


ぶ W おな本化たブト "n 
ン•ハ—夕•ゲ—ム•かま 

すます ffff されることを 
An するととらじ、个话 
もすペレ I ダ—じ W 収益 
をらたらす巧ゲ—ムをホ 
々と阳 巧， 化給すること 
をれホしている • 


I ストのでをれ) U •一 巧 
，•中が目、：！议じディス 
トリビ A I ダ—ななを舟 
き、 •なぶゲ—ム•じ« 
ろつつ A る来阳ホ A でこ 
のところない巧«み音け 
化けているデコ々セット 
システムの/リツ h を、 


巧おの TV ゲ I ムをデコ 
々セット式じホ A でさる 
(口本八、 A ぅ)「マルチ 

ネット」をホ阳あ巧じ巧 
け巧免ホ十ることを明•わ 

かに L たごっマルチソ 

卜」はホ W で U っ DX • 
1ユニット-のたみで巧 


巧なホ阳 AMig ホ巧 


るみ«を«巧して T ラホれをな请じ#し 
ン、 N ズヤスル化は WL た W この•巧 L 巧 L * 
の巧をぶ；* L ては 持が度 か、な ♦« と 州 
巧び巧でホれれるこのみ♦法の*いを十み々 


gw して 


ホ的テキサス巧/スキ 


^|ォーリンズの*巧巧 

未成年禁止は無効禮謂 S 

キ—卜巿を側問題がついに給*ゲに:い iu - 
と中る/ス辛；、 r ホら、この巧 ■ JWL たかなするか巧か J をな tw 


メスキ—卜巿を例問煩がついにおな 


じか W な«»でみるが、 
卜れ、 - k 巧诉なじ》び《 
断をナるよぅ化ぶ L たも 

の* 

々回のは化ホの W 
ホは♦なってこの»肛> 
なじ，巧みム巧を巧つも 


憲法と W ホホで争 v こ vf の < みなく 

じなリ ♦ 4巧巧が度で》 W けの—ザお 
巧されたか ♦ 巧» I ドゲーム«<、 


みじ巧«巧 W 
ホホザおじ T — 


3巧间ホ中 


のホ交を巧 


の法巧度巧 


じを巧 L た。 

AOE 2 で巧ぶされた く &なでがぞる • コトミ W 巧によリ W 岛巧がで、そこか•レ，卞巧じ セヴ•セ- 


ク自化が义换 
、二のメリッ 
かせるおでホ 


マト方式は 、 T 
本化か巧 H じホ 


米画の新製品 


しか L ルしの脚ホ f れ边4化な 
ば必らず不况をな W できブル ) T 


































问化がは 


BS の 


その巧ぶの人 n 惠策 


つ巧み巧なをれのじ巧 A たこ 
でもるホピア•すがおの大き 


苗を«化エェ巧でし 


ンタめ■巧、 
U の養 ttcii 


、/と«ホの W だ 
大た巧 C だ、と 


ンホ人とかロッテルダかつ R * 巧なひとつ 


\ ごく ささやかな影 
スタートしました♦口 
アルグムは*おやの乂 
ので、 S まな巧でらみ 
- J とかも♦ホペレーシ 
ンじは絶巧のホ件を儀 
r 一います。 

M 爱ま時じホべレート 


おけ か ザじわたつ 
期め じホピア化を 巧 


ら K 化するを巧の 


います•巧寒の巧をけ 
巧父な巧のが■を夕け 
のが R 巧じなる巧巧が 
V こから R け化すのも 


ビアれのに大なシ3 
I ムじ表巧してくれ 
た ♦ M 社のみるわき 


います。ホ人の ネ えでは は A < く〇ました 
な»の«なは A すぎるしは、 自 巧な 城を 荣 
それをか下げる*本めか巧ぶのが»ををけ 
巧のできるのはは 餐 巧た 一* 坛 巧で、一* 


興ホ巧いこの巧の巧を 
R 巧の巧をホ遇の巧題で 





ル A 

I 八 E 

ご 

ソ〇 

□ H 


社 


テ 


さかが械巧おの大を化 オペレ—シ3ンはホ巧 
多<は、巧じささやかじ規巧をたき <L 
おでスタ ー. U としてい，ひホ巧していきま 
す•巧をヨ J 0 ッパでいつも»大»のサ 


きましたか、モのが巧巧 
しいブル—ゲルマン来ん 
がなえて<れよす。つい 

巧ぶも♦ホん UM 巧ろ巧 

のことや、いかじホべレ 

1シ3ンを价ばしてさた 
かなど、文む化して < む 
ました。 

•化 KA ザ、ホビアれ 
はな«のデイストリビ A 
—卜脚始しましたーブ 

ル—ゲルマン I 人じよる 

と、 〇か货 M 戍 をはる法 
な 巧拍をぶげ つ X クぁった 
のです»しいネベレ— 
シ 3ンが致み< ホよ む¬ 
この、 •ん の« 巧はホペレ 
—シ ，ン W 巧 のディ 
ストリビユーシ3 ンで大 
夕な种 なが 巧达 A ると考 
えました • M れか最 巧な 

ったもののひとつはシー 
，ハーグ化把なでしたが、 
巧にロックオーラれ«お 
かそれじとつて代わリ4 
した♦今日よで间化 U 才 
タングじわける0ックホ 
I ラ化 K : ンクポゾク 
スのデイストリビ A — 夕 


々リア 化«おそしとても•巧な テ / A トリ 
ぶんで《巧なことで_>ビユ—ダーで卞が、ォべ 
ょぅか>-エース巧«おレ|シ3>かけが3:れの 
のそれぞれのディストリ中んの«務でみ9、今後 
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で巧に 
( W みはよ 
る巧つ 
、 ♦ K て 
巧 さが 


たさ 

: n a 

かる 
切吸 



お巧代巧な募集中 


ダルダー, 


しでは 


—ム場運ち基をサつてご ff 用下さい 


みまをれバリー • 

>ス«おを E ぶ玄巧< 了白 I 
PHONE 0 3 (4 7 6) 5 


ン 

アル道を这ビル) 

15 0 


や巧みが -巧卜，《扣 



ク观]。。昌 S 吗回タタ卿透)?^霞堪 


ミッドウ 1- な》& 

基巧修9•バリー社 AttA 
のパーツら R 巧い中です 


GIANT JACKPOT 

ジャイアント 
ジサックポット 

白丕で初を巧/ 

C ブーンックスな 
ス□、ンフシン） 

■を◎ちが用 
R ち6巧ちけ 
最ち 1 巧巧ペイでゥ^ 


TAHITI 

タヒチ 


ブーソ h -、 ソクスな 
ビ、ンブビン3,グ 
タタんブーム場ご 

Sii 



Mr. AMrs.PACMAN 

まスターアンドまち— 
バック7ン 

ビテヌグーム r / V ソクスこ 
ヴビシボーん C なつた A 
巧巧のキでビ、ソ!，、パ、シ 
クメイスの面白ちヴ 
アビ-んする 


巧巧 


ゲ— 


d 8 S 年5 


ムの巧化化け？ C 巧 


《ミさ 


の Rtt は 


個の ROM 


八よるだホ Ka その t 


のお巧巧 a 


ゴ ftA て巧れしているの 
、そのを«方まが巧を巧 
t さ车めじ M 一でムるム 


ちみなの巧ぶ-*ホ•巧巧巧みじ 
よって、•彼告巧おが巧告巧なでん 
るかのような X 巧お巧を甫ちち& 
おじた iJ させてい么。 


が wa ナータ，パス 
PU 巧のシシスタへ 
A みじ化った々巧か 
•巧のお ffi 巧■たる 


ごむた命み A び 
バスを巧ホし v、c 


K まな BS のみお橘ホを R を巧ぶ：：ょリ W ぶされ 
のそれとけ化卞る-^，>けぉめ；^6 n のた巧哎びそ 


化される-接ちななのわ巧 
R ち巧なの巧巧 J と、 ff 々 


K 巧み化のホ化 IT か上 


S なの情«の一度でわる 
だ«の-^のを化 K 糾照卞 


巧巧" I のが度 


ね W 硬びかかの巧が化を巧みし 
ものであるから、法巧 一> ての巧 
が L ♦わが化がみじよって询巧 
11^ソた巧お W 巧を曲巧する巧が 


RNL む度巧ワ 


卞イング货巧れフジ 
共 M してめ巧 X は A 失 


W 巧ぶおのが化 


かかのが度 


そかホす 


ステムを WWL たか像がもじ 
よって♦その々 W 機じ巧され 
るが巧を4^化とし•化かおの»化 
じよ VJ 、 巧 C するゲームマ、ン三、 
もり、 M 巧なの Ktt 巧■たる RO 
M じな納される情«ゴ、♦かじ巧 
する WWA び K 度じ明する情を 


•» そその V マ—，り 1 了 •プ わら 「W 巧な as の！&び 
ラムじ巧って w 巧めじ度かす 々め》か巧たる明紙巧 k 目絲 
則紙巧ヒ円«りお«の V - ぉリ «の *ィンべーグ|」 *びじ 
度た巧なのそれは wustu お のけみにみむるから♦巧か W 

柏が巧なの 法•，•そじ♦づさ度吿かザかずる 
こ i 二よ ( W か»巧 RW の巧みで A リ、 


が gw ■じ化納寸るがみな 
巧がかをレコード乂けは乂 


だな巧と 


巧を巧なは 


わお&の「巧ち巧化の R 巧 
告巧口 S のコンビユ！ク— ♦ 

ムのだ宿ち！*じ衍賴としてお化さ 
トプッること 
される L ので、そ 
わりでわる。 


れが坦ぶされていることか>叫1レて 
W 巧の》化かでわることが明*いか 
てみる^ 

づ。の巧かホとして€化がみ 


箱 f る《かが巧，•ホぶ K 巧の 
「その化の方法じょリ化がめじ W 
がする^ことじする巧かホの 
巧 W が♦でみる•そして、っ W 巧 
巧化の W 脚-を化わして巧化か b 


が巧したが化稱ホ巧 B 

のががなに映し化さむ 

巧とし、が技巧の操化 

がするゲ I ムマシ、ンで 


巧化ロヴ《ルドべンデ> ング 、 W 
巧ちフジコロムは>#ち巧なの巧 
な-»巧-«巧巧みじよって，* 
巧巧化び巧 ft 巧をして彼吿巧おか 
巧ちななであるかのような化材を 


访«かデ1夕4た刘か♦苗も 
して、々巧«のスクリ — > が 
わい^わ巧として«ホさむ^^ 
a •巧ち而なの巧♦€」の 
ベ—グ—な、斯だの-^一わリ々 


巧品の W 巧 


ムを换巧巧庇 


KU M ぶ巧》 
巧品のネむじぶ 


おかの S 义 
巧 W 巧下巧じ 


进化むがみであ 


る巧のお»は MuaL ; 
となる， 


巧巧巧フ：ン n 0ムじよる w おがな 
の化か又は《ながみは著か巧 
よってがホさむた W 
るけみ V 一しブ 


化納 

、たるこ V - によリ、 CPU か RO 巧#>5フ 
M じなかされた请«をホみ み 
々をお斤するよう巧かされている， い供 


ザし^^ることを巧リながら义« 
来じよりならないで、ち斤みを 
で巧巧の巧《上の巧むをました 
のでん&から、す正な争 wt ホ 
をの一 r - ホ-巧一巧に在ソき、 
ま巧しで R ちじ巧し、む巧ねによ 
リのちが巧った巧が巧弟を巧巧す 
べき度巧がわる。 

のさ作な法巧巧 
1ィンべ—グ—の巧かれ巧 
いい R ち巧なのを巧巧に访しお 
されるが巧は、抑紙ター，口 

の「巧ち巧なのわ化」のと 
おリでみるか> これのがかは> 
圳化巧の目每 IE ないし曰の 


村ホる化をめ w >^ を*巧と L て 
ん W のち巧 M たる地巧をなむ卡ぶ 
巧巧へ巧人するを巧ヒのホれィ A 
ベーグー A 巧人お】として綱かし 
た巧化—♦たもので、巧か巧の巧 ff 
巧巧を友巧した巧巧 W ホ山のたか 
たる g か衍じちたる々 
しかも•巧ち巧がの夕巧なじ峽 


し化义、 


ベ—グ J 


I A 巧、ピ I ム巧な化> U • 
〇みのお巧の速 W を化のホ况 
化明巧と巧に化巧のとわ 
リ、それも U 、 》か贿ホ， • 
用じ化在する映みのか巧じ W 
る巧巧的巧巧をもじさサる f 


判決理由詳録 


r ♦了 V ゲームち J ♦申のごンヒ立一 

の年 3 こ司 3 〇 0\^ 嶺ち i! 


^ムシをう f 
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ワンダーホイール 

がを煤巧しで、ボールを 
ゴンドラの巧へ入れる/ 



WONDER WHEEL ASTRON 


ケ— 


5 


983年5 



ド扛； ♦ ; 


6巧 rfL で 


巧•巧莱か夕の巧 > w わをなむゲ 
ムマン/聞化巧ホ--»お巧ホ 
E < 巧*!されるじおつむ 
3 W むが化の構ホ 
な巧かなのホがめお巧は ♦ W 
巧がが»ぃん*の V •わけべ♦•ム (T 
k がじ UK がの巧枚ヴラスが巧 
む•一 •みの*:はじぶつ：车义 >ゎ 
ているか，け、 R 莱 W スー ， •Hsu 


巧ホな、巧ザぶ巧じよるのか々ぴ 
なにが々ホびじか化のような巧な 
れ•巧议れじよリ♦明か ft ••:が 
〇巧中には，ィこべ|グ1€が化 
をホ WA •卞る K ホ&だその巧化を 


を巧みす 


ゾな化なじ WL 
の《化 CMWU 


巧機か 


が一巧の冷化も手る 
巧«卞るテ^ビ巧と 


謀ホの原因 


じみ«巧ザな W の巧ぶ • な•巧 
け巧を H めレ-するみ化でんる 
2 议巧口—ルドベンデ，> グ 
读げ冉巧巧フーンつロムは、蜗巧 R 


FO を場巧•巧 
'ての A を度う 
そのが巧 R 
八とわリでん 


るが巧め二ゎ 

て巧巧を巧っ 


マシンの巧堯•を巧•お引，：* 5-1 
ホびその度巧は、巧を&び巧をを 
化の K を巧*\がその巧本のを巧 


当事をの主張 


巧 

のな麻乂 


巧ホ九巧-一十た U のがな地巧 W 
ホにホいで、 TV ゲ！ム♦の映巧と 
巧化の巧はが不正ホ巧か法巧1 
ホ巧一巧巧一巧じをめる「化\の 
巧なたることをボ卞巧示」にろた 
ると L て、巧のみを典な«がなど 
したなたいじ W ま賠なをみじたご！打 
ir 卜 n のた化 A 巧 W ホの巧細•こ 
れまでと网巧「ちみちのおが」も 


化がしたか、 WWW 化は卞ベて巧 
した • 「材ホ巧ホ」中《…ミ W 
とわるのは巧巧 W ホを水す A 
このザけは、明かお + W ザ例巧 
^四 r •两巧す化度か巧も化巧を北 
巧巧莱化^喊巧は ㈱ タィト—、 

被巧は ㈱ フジコ0ム«巧巧 M んの 
山一と ㈱ ワ—ルドベンデイン 
グのお。 


わ化货 S のみ{け下「のル 
の脚-といぅ一に巧づ< 

UW い A び：：：お《のが像 t 
か：：がなのが化」といぅ} 

列に W 庙 L ♦ソグザグ n . 

ど〇なが•いぶかして<る 
ダ J の巧がするミサイル 
r ♦その脚がのビ—ム抱な化 


巧巧をが 


U 结：化«€ナ^ビ巧ゲーム 
-な卜「度巧巧 c | 一とい•つ一 
L 一.、 W なし♦そむぞわの 
»な义は巧している、 

ず化なホ防と化明な 
巧を巧なの度成 
巧吿巧化は、マイク0 •コ 
>ビッ—ター •システムを巧 
たがホ巧ホ巧 W じよつで、そ 


テレビ V ゲ—ムマ，グンじ 

み巧 L もホれを巧ろ、お 
巧や巧出は•ホ•巧 -:V 
かみあがの度巧をがする 
2 A 巧がなの巧みな 
U かわかなけ、#种 
•クじ«が稱货 k ， •午- 


めと寸るを巧で、 昭巧五；- 1 かのリ 
円巧を> 仏がみがをのお C - ♦-巧 
H :、 化で：1ねご♦:;-しわ、 H メ r 巧 
巧における巧巧巧化び化がホ占か 


巧ぶた巧 ( W 下「巧かバ •/ ブィ/ 
ク C を L といぅ一じおいがわれ • 
巧外バンフィ/クエ巧の巧巧巧泣 
したが cgji •十べて巧をの巧な、一 
し：っタイ.. - I 」のもを巧 Lv、u 
牟巧の♦闻けへ*ホされている。 

2 R をは、 W か《、-•午セ巧 W 
な、巧狂菜-、巧！目：&た«のテ 
L ビ巧ゲームブシ、\ (巧なれ1ス 
ベ—ス•イ、 S ベ1グ —/ 

生け巧ぶ」卜いぅ)を > 旧のレ〇か 
巧じみぶする巧巧 } f A びか巧巧 * 
びじ才べレーダ— (巧ホ巧ね一を 
か，こ、、ゲーム巧•巧某巧その他 
の巧巧巧じ販ホ义は H 巧 L 、 ムる 
いな、巧巧み用じ用をする巧巧の 
ちをするゲーム巧じおい： 一« の 
入巧ちの任用のたみに«示一1てい 

ち 

1-1 巧ホちブ.•ン n 0ムは W 巧 


は咕扣 W 八ザむリ巧から巧か巧じ 
わいて«进巧がさわ、巧をゲーム 
マシンのよ A となっているか、そ 
のをな»じ化さ K るが巧•そ 
のホ化の《»&びな巧ホ U 、 巧 
なのホみ、 - t いぅべ4、*巧巧. 

L 、 その W 成巧ホと L て巧巧づけ 

れるもの T 、 む巧ホじょ*" 
，、これ•わ AM の«功巧が Aw され 
る、 

0巧巧ザホに讨するん巧の W 
ムは、かシるブ间めみ巧じ^一ご* 
らず、义ツ-^<み&いゴ«化- 
テ^ビタじがいて«»じな<:.われ 
るところでんる•巧を巧な U 、 こ 
の化をめ W ムを《♦と L : ♦ん W 
の生は W たる地巧をなむず巧ちか 
へ巧んする巧の t A をイ•一へ 
—グ ー -» んお}と巧した 
拥祗巧 RH » o ない L いのも W 、 


材な本巧ホな地タィ：—ビル 

シ ，1 化—ムじわいて I Mar 

只じた巧化中么か巧化 wmN % 

ンターじわい\、♦そ U ぞれ怕供 

れた R 巧の祈«が巧ぶなじか« 
され、その巧 W み L リは»♦を阳 
じホなする VI ム巧：•巧、巧 
その化にな W さむ、ムるいは巧た 
の W かゲ！ム♦じおいて巧 W さむ 
:クた • 

U R 巧巧なは♦む斬«なを巧 
をじ♦を L た東がじわけるわ Kfi 
•ゎの、火 R じおけるめの00れ 
の* ベ、， 1 夕— 巧びゲーム巧•巧 
某《♦のなか 巧、 その能ゲ—ムマ 
ン >の He 巧を t とずる<巧抑な 
おの資を化び、そのれ巧れ - W 
巧巧は>ザのな1?^なリ1そ<^读 
巧 wfi •，中中じ M のを城：一典かさ 
れているお常ゴ>じおい T 巧巧の 
新巧な. ir 二、供かされる v -> r 一じ 
こむじ呼巧して巧巧ぃ^ゎぃてもゎ 
sit な> へに巧を從 A し•化じ M 
お.から M がホよでの W 、 W 巧 
s & n パン7レソトみ化巧内 W れ 


—ブルと W 巧の*^をかするレこ， 
I じ、 その巧がダブス•化の •>»:!、 
マィク0,コ，/ビ|\|ク1*ース 

テムの«巧 A び々化機を収納する 
ためのボノクスとな一，ていて、巧 
ボ> クスの； f 侧かのた侧じコィ¬ 
なん化 ♦小ホ » じ巧 ft のた ^の» 
か装苗かそれぞむ W け， けれ♦材が 
•クスの k なは、：むんヴラス 
じ接し ♦ VW ザラ^への中々度じか 
いで4化«のな巧 W か h ぉじ內け 
ぷ K され、 またそのクホ W の«侧 
じ巧びがの巧明巧が》かれている> 
tt が巧なの W 化 U 、 そのクかな 
に irL 化される巧紙巧六0«い々 
びのが度(は T っ K 巧巧な 
の K か.！とい；一をぶ化 i —， そ 
の#! IU 巧—：！：ぶ W A 卜 C じが敏 
のとおリー、んる ♦ 

4 A 巧巧なと W ろが化との化 
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麻雀巧室 


爱すべき正巧マージャン 
ハートじ迫る PLAY と 
1〜2位にはボーナスの楽しみ 

■ ss^s 
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26 インチテースレタイブ ► 


▼ 18 インチテーブルタイフ 


ミニアツブライ hA 


アツ乃イト • 


各涅パーツも巧りそろえております。 

MAX 


マイ•スクール アストロン•ベルト チャンピオン•ベースボール 

ま巧が巧れると巧やかに か大なスケールで描いた アンパイアの芦がさく、 

なれる r ハローキテイ J ビデオディスク•ゲーム 本が的が•巧ビデオゲーム 



イカロス 



ICARUS 


MY SCHOOL 



株を会れ 
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巧《ホ井田西町 


champion baseball 
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価値あるニュー7シンをディス SU ビュー S する.グ 


デジタルで巧もがか巧- 
汾か巧に问点人るか巧ぅ 
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巧五000内の狗なを巧た， 

ところで、ちホ化巧一: W ホ- 
巧の巧巧の巧の推をじ明する巧ぶ 
は、ホ正巧みの止巧違な斤れじよ 
る巧まについても g 巧されるべさ 
であるから、巧 お期阳 巧にわける 
»吿ワールドべンディング、巧ホ 
ね フツコロムの不 化な 争 W 化を度 
びまか梅を巧反巧みじよる巧をの 
巧まの巧け、ムロか一巧五000巧 
巧とホをされる ♦ 

六 そぅすると、»ホロヴ1ルド 
ベンディング♦が巧巧フジコロム 
は♦で正なホ极比法ぶ反又けちが 
巧まるがの不ホ巧みじなづき、巧 
ホロに讨し，各自♦烘巧賠價を：巧 
五000巧巧及び こわ じ巧するす 
ま巧み日の巧でみる巧か五四年六 
81日からホ仏ずみまで♦巧ホ巧 
をキ五みの IE をによる进延«巧を 
をぞ仏 ' r べき*ホが.< る- 

しかして、 巧巧巧フジコ D ムは、 
大皮化ぞ&稱巧昭扣 R セ年け巧た 
五巧破を睾件じついて、巧蒙《巧 
においておザー•一 8- !化日す化一巧 
巧巧をちををけ，彼を山 ホ* ±が 
その巧#曾«人じ巧巧された•そ 
こで巧を は、 闷巧巧#かじおい 
てを巧ち巧«を，进也沾巧をを巧 
巧巧梅として31化たところ♦网ザ 
五月一二一日の供じわい 
て、 巧告山元巧 ±u 巧告の右店出 
の W ホ Mtt を巧じつき巧を化べ 
た* 

セよって、巧吿は，»をルお 
との巧なじおいて•巧だ巧« 
お件において、なホちマジ n ロム 
に巧するおちの破巧清化が一值あ 
000 巧円及び これ じ衬する昭か 
五囚年六81日から巧ホホフジコ 
ロムが巧ををちを々けた日のか日 
でみる昭巧五セ巧一二年•一四 H まで 
ザお々の JE ム C によるを貝でんるこ 
との g ををホめ •» ちワールドべ 
ンディングじ巧 L > 、♦•巧五00 
0 巧円化び これ じ巧するみ巧昭和 
五四年ろ月-0から支化ずみまで 
年五みの巧をじよるを貝の支仏を 
ホめる- 

II 巧ホ原因じ対する巧を 

- 巧吿ワールドベンデ<ング 


1«巧巧 旧， の#黄け不化- 

2 同一11のうら W 化ロワ—ルド 

ベンデイングが唯化 おご； ザわ片巧 
H じ化な され、 み«が巧な M のが 
巧 • K ホ巧を円めとするをせでも 
ることけ化《、そのをのが巧は不 
化 ♦ 

巧2のうち»をヴ—ルドベンデ 
イング♦贿巧ち7ソコロムか昭か 
巧六ホ-:月上旬巧から祐巧が化 
をみ向 L て W ぶ L たことは巧だ L 、 
化をワールドべ >ディングかその 

巧か♦な A 品品を f 巧ホ巧じ《化- 

巧 » L ていることはなわる•供た 
巧おは曲巧ワ—ルドベンデイ A ダ 
か«进しむらのでみる， 

3巧，一 1 W け夕 r ♦ のう 
ら、巧巧ががの巧み」かインべ— 
グ—と L て巧巧されていることは 
不れ、そのみはホう♦巧巧が化の 
ゲ—ムマシンとしての巧 W は 
::: 找巧書上巧化戟のとおリで A る， 
网 •二 2 H むいしけのホが U 不知、 
なのうち巧巧お、一•年 一 〇巧やじ、 
インべ—グーの K 化を主化と卞& 
が巧度びそのホ化《ぴになな巧ホ 
かなをのがなでムることを示卞» 
ホと して、 ゲーム巧•巧茶巧々の 
巧巧巧ををむゲ—ムマシン扣化巧 
を-;巧巧巧巧じに< 技識される 
じまったことけ巧巧 L 、 その众の 
争不 な。 

网、•一3のうら度巧な&の件 R め 
おおが巧を主巧のとお9でわるこ 
と、 はを巧おの度ホがそのを像 W 
じ AL 化される 「tt 巧ななのが像」 
をまかと L ていることは CA 、 そ 
のみの辛荣は巧な十る • tt 巧巧な 
の tt ホの巧細は W 歸〇巧下巧 
お巧のとおリでムる- 
円气イのザ义は巧化する • 

曰气5はホう • 

4闷 nlj : のうも W をなおの 
ま像«じ A し化されるおかが 
ち巧なのがか」のとおけでム巧- 
おを商みがマイクロ•コンピユー 

--\ステムを H 巧 L たが像诉 

ホな■じょってそのな像 W じ AL 
化さ化るが像をぶ化と L 、 な«巧 
の»作じよって巧«卞るゲ — - 4マ 
シンで ムリ、 このコンピ A — ター • 
システムが LSI * 平で WA さ U 
る CPU (やた演一を中ん 



と L > 技«の LSI ホトじよる K 
巧が■その化じより W 化されでい 
もことはは A ， っ巧巧がをのが 
が「棋巧巧化の WWJ をを巧お 
のコンビ A !夕 I •シスナムの化 
ホ装■じがかと L て ktt させ、こ 
れをアウトブットすることじよつ 
てし化されること U 不か•その 
々の#宋 asK すも • sow ♦う • 
ztl ; の#巧はホな- 

闷の2の >义は不5， 

向 W 3 U のうも《巧なおか R を 
巧みと MW マイクロ•コンピユー 
ター ♦ システムを««したが化押 
ホ#■じよって、その々か機に 
L 化されるが化をお化とし•巧 
巧の據巧じよって遊«卞るゲ—ム 
マシンでわることは拍 A ♦そのみ 
の♦黄は巧なナる•巧03«けホ 
え 

闷 W 4 は♦う • 

5 M がのうも»宙ヴールドべ 

ンディング ♦«* おフジコ〇ムか 

♦间 L \、« ぶしたとの A 、 «巧- 
K が • ■か六000おでみ 
るとの A は巧 BL > •わろたな 二 
巧五00 C 2: の«なをなたとの A 
な巧み、そのみはネっ- 

6 M 人な夕う< 

7 け♦う • 

-• W 巧ルた gk 

1 M ホ W 阳一の#黄はホれ ♦ 

2 W 1 のうも K ホ巧フジつ 


0ムか脚化内とザ • 〇月；六日曲 
なされたことは巧はし、巧巧巧フ 
ジコロムかみ«巧# f が«の《ぶ- 
W ぶ巧を：：：：めとするをれで A るこ 
とは巧 A 、 そのみのが义けずか • 
M 一 *2 のうも K 巧ワ—ルドベン 
ディング、供巧ホフジコ〇ムか W 
かお；•：ホ j か•めか.ゎ彼ル！：巧 
なをホ M して度なし♦それぞわ- 
穀 A 巧じ war していることは巧巧 
し、«巧ヴ—ルドベンディング、 
«ホおフジコロムかその巧からそ 
れぞれ«むが化を；«か巧じ tt か 
L でいたことは CA る-倘し媒麻 
あフジコロムは，巧化は販かして 
ぃなぃ， 

3的；のうち W 巧が姑が 
マイクロ •コンビユ—夕 I •シス 
テムを巧扣 L た影像稱ホ巧 a じよ 
つて、そのな巧機じ t ： し化される 
おかをホ休として、ぶが巧が；せ 
の IS か^ることじよつてす 
るチ^ピ巧とみせられるゲームマ 
シンの一 rt でみることはホ化、そ 
のかは♦う， so のうも K を A 巧 
の巧«巧を A びを像«に W し出さ 
れるお像•その♦化の巧なか，巧 
的のテレビ巧ゲ —> ^ヴシンじ巧無 
の待巧巧と巧巧巧を備えていると 
のぶ、すぶ « ホ巧化法一み • ml 
巧じおける化ホ«ホのをか十 
るとの活はホい♦そのみのは 
すれ • W 巧ぶ化のゲ I 厶マシンと 
しての巧細 a 、 W 冊け«巧巧 
化*のとおリでみる • 

W ;2: I : むい Lw のは不わ • 
s £ S の#巧 U 巧公十る， 

のうら g 巧巧なのかおめ 
が S が W かホ巧のとわりのらので 
ムることはな^，そのをの*1黄« 
巧化する ♦ K 巧巧おの清化の巧細 
は W 喬 n 巧巧巧ドけお載のとおけ 
でみる • 

W ご -4 の»は巧なする- 
は ♦う， 

4 Mwl :! の#?'^は不化 • M 
UU ♦う ♦ wu のお U お巧する、 
M 内2の♦义はすな- 
WW 30- 3の>乂は不化 • M 
つ、 


MW 4 は争ぅ ♦ 

5 M 化の ぅら »巧 t > — ルドべ 
《がめんじ«<) 
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まずは、をのし（みをご化がしましょう， TV ゲーム 
に3インをむ人すると、 R 快むメロゲィじたサてしに D ， 
(巧化グイオード)がムウます，そして、らしセンターグ 
リーン巧し巨，なで ihi つたら、、!け••々チヤイムが巧-ノ 
でクレジットホ？グラス•ロン 

される、というらの。ゲー AAIm jjsp 
マニグたちじは曲さか化 vhT 

い巧巧です。 i た、が卜 ， ^tw I 
パフネーマンスは巧#。 W をのにら、化化とのホが化 
や々 bfT ップが I ?〇れます。そしで，るらじ注りすべき 
ことはみお f か占としてのザ朱乂巧。ゲームのホけじ 
おもされることなくいつまでらごか巧いただけ主す A 


S たりチヤイムがなったら 


そして、らしセンタ-グ その巧で CREDIT がブラス•ワン ピ尸! • 

、化々チャイムが巧’/ n 乂 

新登場。 LE . D •患逊 i 


TV ゲーム業 巧の 
ライバル•キラ-。 


し E , D ， 「プラス 1 j のまな特«。 

♦つンタッチ R 巧け OK タイトーぶ巧|4：は««イ、お 
— ^ ♦ 当たりの g 率 、 mm 

"I お>乂•乂♦乂♦换乂•乂 

公 I ♦クレク:/卜 M の《|もが t 

J 2 on -げ•ム、 aopHi ゲ•ム 

/ が円一1ゲ■ム、 50 PHI グーム 

、 60巧一 I グ•ム、 soopiison * 

Kffl い J ゲーム •100 PU 50 PHQW い2ゲーム 
♦いたず巧止因巧巧化巧 f クイター、巧た夕 
• DEMO 牛のしぶ D . R 示 ON OFF 切換え巧度、 

寅ちちちを巧く化1«3> 


途おち巧巧> 巧巧をれ ブスロー- r ンターナシ3ガレ 


ホ SVK 巧：東ち《新ち运 R さな巧む42,3林ビ IF 
CA しし03づ0ぃ"07(代） 



ち表 


巧 


—ズメン 


マシン®気用品型がお可をち(謂課 30 
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单じ、ホな可* 
® 巧可ザ H 扫 、® IK 


;お)、60 V 、 

• iw 、 居巧用、ル — L 

卜巧〇 

す Sj • 24192 • 


の • AH 一， 
ッ巧《巧 
0 V 、 

I 射め《 


-^ぉ期巧ぃ：な坤 - 巧巧 
された AMS €$ お巧 eg 
巧ホ■ちなどのデ I ク八、 


る•今百この期的中に 
1た源が巧 KA 巧な」 
な W は：点もむかった 
とになる。 

お«友巧は、なな用み 


a ない L 她人♦巧巧わ 
その W 在地、® P ホ区 
のぅら定消 
力 、® Mi 巧用と KW 用の 
区分、®「«巧巧 ntt 」 
「« 乂乘の巧なの》舟 
電な W なおな法じょ W 
がち♦る<なおぶは 、 M 


判決理を詳録 


T V ゲームを皆 r ： コンヒ ♦: ♦ • <、 - L: V ご ; ，厶 ♦• こパ':^'••ご 

: ; 5 のを 3 ，がろ民讀ぶ ♦: ♦♦ • ド入 ♦:，:; ;r’ ♦ ん;人 


ホラ、子供達の笑顔が見えてくる// 


おおみ 





東洋娱楽機林或を社。 


な表夕 ;■ 百！！芭八看いら 7 <K 镇ビル） 
B X 巧巧 0 巧 XV 巧下夕医夕苗 3ifi 美下ル 
m ミ g イ L « Iff 化区巧 W Z 条 2 • い 20 


スターモク91齡ステツバ— 


9ジちやん 


さ ユージ ックペンぞン 

7イスがん 


任《«巧な 巧 


ダ— 
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ンデイング、巧な巧フジコロムが 
共同して«をしたこと、がぶ•販 
ホ • 6巧 》 fi か六000ム〔でみる 
ことはをなし、；台ちた〇 一 •巧お 
000円の巧なを得たことは巧 A 、 
そのをはみ う； W 巧ホフジコロム 
がおかロワ—ルドべシデイングかも 

化人れ肤ホした议ル〔巧品は、 W 巧 
五 r ; ザ-- H 六 H から间巧；の n 
までの岡じを巧-_一-台のみでん 

るか 

6お六のうち♦そのホ巧のと 
お〇、巧巧巧フジコ曰ムが«度み 
吿を々け、彼ち山をが破#巧 
巧人じ巧化されたこと、巧告が« 
ホの巧の届かを L •间》巧が巧巧 
をぶベたことはなめ、そのをはみ 

、r 0 

7 巧たはずっ，/ 

|二被告らのま張 

: すぶ«夕防んま閒係 
1巧を巧 eg の化巧あ示なホの 
すち在 

H R ちか巧ち巧おにつき化巧 
巧示化おをホするとち«すももの 
のうも、おおの巧化はザじゲ*ム 
マシンの巧びじ化巧なお巧のを化 
でみ〇、巧化のちまもも H マイコ 
ン•ゲ J ム巧の-巧を巧化させた 
じずぎむいかも、巧品の化み及示 

となりうるはどの巧巧巧を巧しな 

、〇 

V 

0 »告ワ—ルドベンデイング、 
巧ま巧フジコロムは、♦吸をか巧ち 
なおを巧ましたと主*する W 扣五 
一1;ザ六8、 * 巧 L たと主巧する间 
年 tg の一：こ W か B 巧の问年 一 0 
H : A 曰に»ま商おを巧お L - M 
午-一月じその«ホを巧お L てお 
り、 H おの tt を切わ巧«じ大ちが 
ないか>ゎ、巧をを巧の巧、巧ちホ 
品を巧巧する巧巧ホ • R 引寒ちじ 
おい 一、 巧品巧巧が S * じなるはど 
味用风、 W ち巧なのが巧」などか 
雞«して#化めじ ft 用されたこと 
はないから-っホを巧〇1のが WL 
などが巧品化ホまホの ft おをかす 
るまでじはをっていなかった- 
曰巧をなおのを ft 「インべ！ 


々で、巧杞のとわり• のじ「ザ 
巧ないし^15^6^か、叫の巧1?ホ」 
ををホすると保さむていたから、 
ゲ—ムの坊巧を•がす K 巧のなホし 
かな<、右文8さ化かが«ホの巧 
化をちするものではない • 

2が巧な eg の切な巧のすなが 
供お113のホみ度びんお&巧巧 

をあわ甘ミすると、彼たロール 
ドベンディング ♦ W 巧巧フシコロ 
ムが«ろがおを度み巧巧 L た蜗和 
だ-•♦巧 to 巧までじ、 R 巧を巧の 
が巧、その巧化、巧化か巧巧 
の巧なたることを示すべき及示と 
して、巧なとなつていたと U いえ 
ない V 

:::巧か ft :: ザ 10 B の巧おで 
は、巧巧巧ぶじ明するのかお V - 
W にに吿ホの殆ふどかゲ I ム化の 
版ホ巧巧を幻♦と中る巧ホ巧 
《化)じ巧•されたじナぎないか 
♦わ、巧0インべ—グ！ゲームー£の 
巧 X されたみれの巧美巧♦なかれ 
巧のを巧巧化び遊货ホ^じは供た 
巧なの巧在すもなもれていなかっ 
た- 

0美巧な(紙)の巧た巧ぶの 
化かお# •を伝に巧じわいて t 、 
そのな«巧巧のお«かみるものは- 
コイン：ンャ—十ル W 和ぶニザ A 月 
巧、ゲ•^ムマシン巧巧た一一；年八 H 
一た日巧ょリ巧じ免々されたもの 
でみり、また > その K ザ•にち中 
のを巧巧のだ«ゴ《ザでムっ V 、、 
を巧»の>巧、そのホ化のなは A 
び R 化めシ巧«方ぶじついてはお 
載されていない♦ま L てや、一の 
遊«巧じとっては、ゲ—厶マシン 
<、巧 tt して扣 - C てゲ—ムマシンの 
さ巧なの A 巧、そのホ化の《巧 A 
グな tt ホまをかることができるじ 
卞ぎない ♦ 

巧»ちワ1ルドべンディング， 
破«巧ブ、ジコ0ムは、昭扣《こ；申 
• 〇巧；，へ • 一 ホテル 
っデン靖«」じわいてレセプシ3 
ンをれい、«ち巧なをた度-!*•が 
そのは L « 々の f 巧を m いで 
巧た巧 W を巧ってきたもので、化 
在じぉぃてけ、ィンべ|ダ！ゲー 
ムが久なを WLV 、 いるが♦それは、 


ホ巧の化の巧巧♦りの巧に•化ぶ巧 
巧じより、もたさむたらので A 
る" 

3 W 巧な化と换を化化の化闲 
のおそれのずみ巧 
W 巧ホ化と«巧が品とは、その 
たれがそれぞれ、インべ I グ I 」 

の k じ「スぺ—ス」と「ヴ—ルド」 
の S 巧を进していることじよつて 
巧«じ«押されること、外形上の 
ぞ巧か A ること、彼巧なぶの巧化 
方ホ及びが化の义化と吸巧かおの 
そ n •けとか、:;:化巧巧-^投じ 
化化された W 巧巧化の化明と M 跑 
W 巧下のじが♦さ n た巧た麻化の 
化巧との巧比じよ户"て巧らかなよ 
うじをく冉シつていること、ホた 
巧は • W 巧がなのれホの巧巧ねか 
*? 口の化 A をが十るゲ 1- 5巧巧供 
巧夕でんることから卞ると、；5巧 
化を化问寸るたそれは令<ない。 

•，巧が as 巧明巧 
1インべーグ—は柏がの w か 
じかかる t のでけない" 

卞なわも ♦ SF 小ぶの南巧で A 
る H ♦ G ウェルズ巧『ず化 W そ」 
をわめ♦度巧では T / リ々チレビ 
«冉、ずぶ大が i 巧か拍での 
放 Irw か U 识扣 he ザ巧)など、 
SF 小» • じおいて> 
W 々の「インべーグー」と麻する 
ホみが々巧されている k じ♦わホ 
みの R なをとつでみて t 、 ウエル 
ズがそのか中のインべーグ f を海 
中のホみでもる«换のものと*化 
L て W 東、『か巧巧はの wff、W 
かの I れ W れの t のは♦の巧巧な 
の巧巧け«か致に巧なしてい 
た • 

2 W 巧は、巧巧巧ぶの WAt 
を t つてと L ての！！；：かみじ4 
たると ゎ 巧ずるけれど f >がみ 
たるな•幽 U * 窗のけ A た々うるは 
どののなを巧中る t のでなければ 
な もず、 、インべ— グ！」 で A る 
「冉た巧おの巧 A 」 じ！！•のけ ♦ 
たリうるなどのた«巧がみるとは 
いえない， 

3したがって、 、 w 巧巧化の 
巧 fcL をじ> コ >ビ J — クー 
にお tt サ LA * f れた W 雜でソ 


たもの}々びそわを W か化 L た 
マ麻な巧：^のが巧」は化-< のの做 
で A り、かつ#なるのな•凶おと 
みるべさでみるか•ぃ、巧かが化 k 
の巧かれたリ w ない。 

4 巧が ic ^ とも巧イるが 
たか化のの W 」 は、「が巧が化の 
がか」としてホ巧な--^じ WL 化さ 
れるぃそして、巧•ホじたおされ 
ているっインべーグ I 」は、 

じ WLm さむている， K 巧商お 
のが A 」 である•ところが巧，•わ 
か 『W たかなのが係」か•ぃ、お巧 
商おの脚 t を巧ることは、 

W 巧のか4かたさいためじ•个巧化 
で A る•それげえ「なわ巧なのが 
か^成を巧化の*苗，の巧》 
かとはいえない L 、 「巧たかおの 
货を t って巧か W 化 k 化«さ 
むる*^化ホじ*1たるとすることは 

で夕ない 

四巧告の巧 ； S 

• JE がものぶ巧 ••！ じついで 
化巧は、「インべーグ I 」をを 
あ k のもかでぁるか、 ♦,* 化めでぁ 
るとぶ « L ているわけではなく、 

ぶ W や脚へ«人する巧巧 h のホみ 
を巧が化の WA 」 のみ『イン 
ベーグとしてた W 化して«が 
めじ»巧したらので A るか•い、む 
『インべ—グ I 」化か注 t の 
»化ホでわるとた巧しているので 
A る、 

K 巧•けぶ巧のよぅじ«よじ蜡な 
のものと L て度化された等か 
存在 L でいたと L で t 、 «化ホの 
灼，なのか nw 、 »♦めな W 念义 
はアイデアの M - A るい wtt れ巧 
じよ S , てでけむ<，この拍餐め概 
么夕が W 化めじぶ明されたものじ 
ついて«斯みぶがなされるベタで 
ムるかん-^巧巧巧巧の巧幽」が 
«かのることじ*わリはない • 
- M 2じつい V 、 

»かれのぶ推じ的する ff 化♦か 
••ホ•巧•巧のった巧•ザ術•巧 
if 父 U 斤楽のじ W ずる t の、 
とけ、た巧•ブ JC •巧み-巧巧と 
いぅみの t 化めな W 概を：- IW する 
ものでんることも i か♦一 Am • 

(巧 A んじ度< 





























TIM 寅巧田谷 S 上 g 貧卜 5-24-9 

T6L 巧 3) 4 か巧の 

TE し PAX めさ ) 4 が公 90 


巧をホサンリツ電気株ま会な 

r 229 贈11；«制扉，的〇2"6-23。〇42?做難け 

M ぉ*モ株式会なネワコ 

テ2»神ホ jilW 巧夕羅巧巧の空づ0兴巧(59)2131れ表 


判決理宙詳録 


二聲公占 • ♦♦♦ TV ♦ダーな:轉•中；^コ♦シご ー ターフコゲう一で琴 ' vis ; 一；♦•苗： ♦• 

• * 三 9 ねお： 5 巧： ? 日 ;、^ 货 -; ぅ • • •* • し一 • ♦:♦♦，《•♦••V • 
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、、••り n\ が， 一•一 


『卜 - I 

r - J 

1 ,* ；，手才 -7 ンぃイ J へ J んて， 
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二を化巧パネル P 乂イツ） 



〒パ2聚巧巧ス巧区ス《3了頁6〜5 


m 云が電子株式をれ (943) 701 1^. 
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巧マンコロム：识か阳わザ-〇巧 
-八 H 巧な)とは•がかと•一 •お-^ 
リ巧问板巧が《巧巧なをがぶして 
V ンコロムが、一 U を K 々中る6の 
な底を L 、 M ザ-'•-巧 -A ••如 
の An ホを W 海じわい：•ち巧 
か典 MCWW した破ホるフジコロ 

ムの W おけ♦の*巧レセプシーン 


びそのけぶか巧巧のへ—扣化 


巧み化の 


ことが巧 A >ぃれ么んだぶをん^ 
する♦に也けるなおは。い< 

1，ょず、化ろ商品の W 化とそ 
の周な巧のかおじついて檢がずる、 
みお-で化ぶのおちじ、一……一 


のでんっ^。 
化が遊がわか 
リ巧片を巧つ 
巧巧れじわい 
を h 化 


おぶれぶ 


白巧が A の 


ホ巧が化ろ巧拍 


巧巧ずの度が々び巧田 


夕巧-遊 A 巧ずめ巧巧巧 
かなの々 度な じ > L かさ 


る & W が W と y — ムの 
じたこわ•レが化の巧化の 
巧化口の巧化で A ることみ 


k 巧か巧も W 


か巧ボタ 


巧れ巧化インべ 
サイルの巧 w « 巧 


めん OCO わご^プル 
プライト巧の化牢はおわ 


巧 A 巧 かみ/,む •；< 
3 W 化なをの 


ィ/ク KA のがる t る W をがなを 
ク阳め L 。 苗巧みる A わ巧た巧- 
化央巧を At て♦昭 WK - •:ザ t 月 


たのがおとして W ホさ 供がぶ 
W ルり巧なけ、巧ホバシ 巧点か W ナ 


巧 f L て«相 


のな句とし 


巧みか地-ホ 
•目人巧 A 中么はの闻 


5その用な 


巧を巧なのおな 


。寅 g セ 


巧色がおの《先化 
こむを W 巧のかな 
任の巧みを L た t 
2 W 方巧 ••； 


と巧ホれフ 


がが巧 eg のがぶ 
中、け R をのた« 


のホぶをな A 
巧ホ W 闲：1 


mw のな巧 


" i を W を L てさたこと W 巧化 V - 
间»をとの同じ々ぃがな<、巧ホ 
ic ブソコロムかちを««の« 

な • K を • tt けみを H のとするみ 


典を巧フ 


するれ M が像ゲー 
t たこれ •*> がほの巧 
それ•り化巧品の巧巧 


る巧拍はない* 
，巧を巧ぶの巧 


巧の化ホはお ホめじみち巧ぶの化巧巧-•ルの》巧 
、その巧昭 を«えるじモー•たことかな A 、* •れ 
ホ W 化し> るのでんって、がぶ«み防4法 
ザ- を-巧♦巧の成ぶじいぅ「化 A ノ 
リ巧ミで、 かおダル h トプ：•ルス巧示 ♦_ として、 
て巧を巧み その巧巧が W じわいて讶かじむっ 
ゲ—ムがの たものといぅことができる。 

のねはめ- 阳ホじ、を留の S ホさ 
かお巧なとのが M のおそれの化11 
B 巧ねな巧 について M 顯卞る。 

ょでの巧に， W ち商ぶのザおめおおが巧がお 

ィンべ！ みのとわ -15 ボ A 因-'3一で A 

のが夕) • 3めんじ度 <) 


手るなお 


巧が化巧ぶをじ化おされそのな 件な义ゎ•おが巧の巧巧巧のホ巧 
问牛む：けな、を巧じホれずるゲ 巧かムリ、おちかぶがな巧で直4っ 
—ム巧巧は♦巧茶 A その他じな巧 じかなリの化文を々けるはどのは 
され、 A るいは W ちの K サゲーム りをがびむ•巧ち U 、 #ホバシフ 
いて：*かさ 

- i 、 W ち 


一♦戊ちの a め、 

巧お\かなたスベー を日めと十るな化であるが、 
閑する巧ホ で巧ぶさむたものけ•すべ\ 


•じあ t たこれ-わ 
が A のザ化の£株 U 、 巧—0ぶ 
sk 巧出«のとわ巧で A つて、 

f A » UUA .,> 
•規がをかするむ 
•がホのゲ—ム 
♦ b めか巧じよ 
たのじがし、巧 
• 1 W 巧がなの 
•るインべ—ダー 
リヤ巧巧じなあ 
リ射 V •ぶ滅；^一 
もむじけみする 
ク I 巧か•い t 遊«おのピ 


がかのぞ化の6が、巧 A 方化の m 
A じ ML 、 パンブレゾトを令のの 

化«機お巧れ巧に化か L •別仏{け 
:^^3#ぶず - &ぉお«《とゎリ»化 
巧に •：= 伝む巧を化«しでかににお 
A たか、を巧述夕で-^これ nc のが 
かぶザか巧化さむ♦テレビ ff ので 
tw 巧商なの人乂のが^巧が5か 
夕ゎ4./ 

4 R 巧巧なは•ゲ—ム巧じか 
え J けもれるやかがのれなれ化び 
か化化か、^、^^み-乂がずの大巧 
A を中ふじ*«巧のん♦ぶを>み， 
M かだ；が/：::成か.：《人ホが 


巧 

巧 

となリ ， r るか巧かけ若かみれの 
JS をみ左する巧け i なる tc で 
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坛をと保化 


ることはちホ巧脚：：争いがな/ 
供む巧なの«ホがそのな化 
L 化されも「度ち巧なのが味」 


をぶ抹とす 


か化する UFO を擎跑する t い 
衬«お式 L を A て、ゲ I ムの« 
じた tv 、 巧われる&12お化のホ 


府お W 巧巧 eg である 


だ巧ち巧ぶ 
を巧«さサ 


W を巧なでな 
1がか«する 


て « w がなだされそのためイ 
^ —ダーの换巧が巧化巧するホ： 
じーム冉度地との巧»が W よリ、 
了—ムのをれじ伴いホ巧じな化 


こと♦巧を巧ぶの 
度 W 巧巧のば^つ 
その化脚巧なじけ 


ング戍び W ホ巧マーンコロムに よるみかで K 
な黄巧止化じ毕^ く巧美な巧 シグじ 2 rL 一、 


巧ミフ 


ナる A 麻议が 


ジコ〇ムじなするみお破 
の W けでんる W 扣 K レが 
日まで氏化ホぶ中么みの 
るを H がんると«を中べ 




巧ち抬 w を t 本と L て K L 巧む 
000円 > 度び w « 供 w 夕として 
わた本に的するんずぶ行なの H の 
巧でわる W か KW ホ ah ，》かん 


のが巧ホで A る记中巧の 


本拌巧 


の巧な拓ホムいを 


W がか品の巧 


♦ N グ A び巧ホ巧フジ n D ム UR 
じけし ♦ 4巧 L て•巧吿の巧つ 
巧山扣巧を W 仿 t ベ、、 A 访がも 


いて问》巧がん W 出の诏ホおかを 
巧じつき巧なを化べたことは♦巧 
告と间被ん3の閒でネいかない" 

六け k のとおりと卞ると♦み 
が典巧ホホじわいて•麻巧の破巧 


おにがして原がななの«泣をかな 
十る巧の油巧のか化が W ••なぶ〇 


の化かホホなホ 



•巧ぶしよ V としている识巧 
i 、 いるが> M » たがん巧なの 
•»^じ阳峡ホる4ネ巧«夕 
化油 K となる行の巧ごを巧 L 
ることか C-C •いれる • 
で化义のとゎリ> 巧巧ヴ1ル 
ンデイ >s グ硬び巧巧 K マソ ri 
は♦が巧か . rll : ル：：禹のぶかを 
•4 が；•♦脚れ K ••小•弓 W 
•り c . — ルドペンデ，ングが巧 


るとのことで A る♦との！！巧かん 
リ•こわに«づさ W 巧悔かそのザ 

»を、•♦ィがのか>:- • A が5：と化生 

し V 、巧化したムいれで A る、といぅ 
の八、もるか♦わ！！かな泉全 > けけ 
る巧 W がなくそのお W が W なでん 
るか•ぃ、も K « 化かをたや十く巧 
巧中ること U でさず、化じ、«巧を 
の A れをがえて K 巧がなをが f 3 ， 
化なしたことをだめるじたリる& 
化はむい • 

そうだと十る と、 货おか ft 夫し 


きでんり、巧巧ワ—ルドべンディ 
>グは货巧じけし♦むみ 
五00 0 W 々びこれじけするん M 
旧巧た W ザ六 HI 日か♦りま仏ずみ 
ま為、民化巧をザお分の巧むじょる 
g 巧供ちかをま仏ぅ巧 A が A る、 
といぅべ乂、でんる* 

ょって、本 wtt 求は、れの W 度 
で巧ホがムるの《、化が し、 こわを 
巧える巧々：一巧かがないのてホ巧 

する>1とと Ik { .} ぶえのと 

わリ巧决する。 


か巧达の扣を 

か乂巧地な R 
レんい J 巧ホお 




こ^;、いが化のホ化の巧なと村 A 
はれれの、み w が化とが巧のを 
のな巧をその々巧巧にホしかす 
のでんつ一、、柏巧ワ《ルドべン 
ィングか彼巧谢なをおな•化お 
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A がは巧夕でヴ。 eS い巧哲は1人古い巧巧巧直いを*ひ 
さらに巧宜巧じちがして<どまい。 


DC ん巧 V 1 ：LLS ， 巧 V な下巧化を j A なをすること 
(案*では、正貨 S 入巧がのん M 巧 4 が A ) 


ft レ、 SCW 、 賴入«巧レ fiS ご〇レて3 

4* = £だ出 mr •る iwss ヴホ ■ W $。 eiKc ち 

B «« 巧 tt るを tttlMO ゥ IU ； •ゥヴ C ろご« C 每ブも ««♦ し* 9 C まじ■ブ 《 CA ち 

い《ヴ•雷す6レクター aHKtf t ( uu ^ r « 羅一 ito ろ n みこむ^ち《〇*9ので巧巧る3ビ 

じつ «、 nps im 零 — smi 入 m ♦なちろ ■«» レ 
レ 7 g 々、 わな — IB 、 だ«麵巧ぶけ。夕の BHB 7*7« 

JMMMC みクで ftlSO て A ク *9* aw m 

ツ1と闺じ 《 M 3 cr •がむ《11|1««レじ WWW K か A 


&9化稳エ巧ま S - 化 T ; 式ミ 


• か芋善ち1 

る み 

- 1 

1 

+ 5V 

〈巧ち巧瑪子） 

寒 

2 

0V 

(SS 巧為子） 

3 

1 

OUT 1 

(ttSij 價夕《«ネ）1 

4 

し 

GND 

<*が3ろ巧否子） . 


コインの宙括 

外巧(― 1) 

W さ （ mm ) 

1 

LB 

V 500 

び .5 ホ 

Y 100 

A 上 K の«>れ«94扇 

22.60 

^1?しで下#い 

1.7 

1 
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コースは巧巧コースと山 s コース巧あ0、 a り巧じさし 
巧かると、ペタル巧 ■< なるなどの本巧的ヴイク U ンク 
ヴ巧島に楽しめ、巧でブ<りじを没なつヴイクリンクレ 
ースです。 


ブ乂ン S .7 シンの巧巧•额ホ入•巧売 •»»/* 巧みレジで一巧段のを面•おが•施工•巧巧ヴ—ビス 
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